
　　　　

　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　
　　　　　　　　

森富幸税理士事務所

中小会社の会計基準により作成した決算書を銀行が評価するとどうなるか

会計基準で作成

適正利益(P/L)
適正財政状態(B/S)の計算書

個人保証の解除

信用状態の
正確な把握

中小企業の決算書 税法基準で作成

＜会計基準は無視＞

単なる税金の計算書

利害関係人への開示の
考えウスイ

極端な場合

 会社を利用した
 オーナーの節税組織

会社の信用状態不透明

会社と個人の一体化

社長個人保証

銀　行

利害関係人への開示書類
を重視

<　　　　　　><　　　　　　　>

中小会社の会計基準は非常に重要です

財務の透明性
の向上

①銀行取引先の目で見る決算書

　格付する→回収できるか？(点数をつける)

②税務署の目で見る決算書
　
　納税もれはないか→不自然な動きはないか

③社長自身の目で見る決算書

　自社の良い悪いを
　すばやくつかむ

　次の一手の為に!!

決算書を見る３つの目

決算書の提出

＜会計基準を重視＞

最も
重要

 平成18年11月8日の事務所セミナーで
 紹介したものです


